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ふくろい市議会だより

広岡 宥樹 議員

地球温暖化防止への
思い切った取り組みを

問　国、財界が経済原理にこだわる状況
の下で、地方が国際機関の警告を重く受
けとめ、地方として最大限の努力をするこ
とが求められているが、どう受け止めてい
るか。 

問　病院建設の財政準備は。 

答　現在、袋井市環境基本計画の策定作
業を進めている。その中に行政として実効
性のある施策を取り入れていきたい。

問　袋井市における二酸化炭素の排出量、
吸収能力の数値目標は持てるか。 

答　排出量の削減目標数値については、袋
井市環境基本計画の中で設定していく。ま
た、森林、農地や里山の保全などにより、緑
化を推進する。

問　避難勧告・指示は、どのタイミングで
決断し、どういう方法で住民に的確に伝
えるか。 

答　的確な発令ができるよう警戒態勢を
強化していきたい。住民への伝達方法とし
ては同報無線、広報車による広報、電話に
より連絡を行うこととしている。また、他の
情報媒体も活用していきたい。

答　病院の費用は300億円、うち袋井市
分を150億円と見通している。掛川市と
の協議後、基金の創設も含め検討に入り
たい。

学校図書館司書の全校配置を

問　学校司書（図書館サポーター）配置（現
在４人）についてのこれまでの評価と全校
配置の考えはどうか。 

答　図書館サポーターによる活動は読書
活動推進に有効に機能している。図書館司
書は、市単独措置でしか雇用できない状況
であるが、1人でも2人でも増員できるよ
う全力で取り組んでいきたい。

豊沢地区開発の事業見通しは

問　計画されて以来、地権者に一度も状
況説明会を実施していないが、その理由は。 

答　説明会を行うに当たり、一歩でも進ん
だ報告ができるよう努力してきたが、いい
結果が得られず現在に至っている。近々の
うちに状況説明をしていきたい。

戸塚 文彦 議員

どうする都市計画税

病院建設の財政準備は

問　新袋井警察署の建設規模と設置後の
交番体制は。 

答　規模は地上4階建て、延べ床面積
3,000㎡、23年4月開署予定。現袋井交
番の廃止もＪＲ愛野交番新設も現段階では
予定されていないが、市として愛野駅前に
用地を確保し、早期の設置を要望している。

問　目的税であるが、浅羽地域のどのよ
うな都市計画事業に充てるのか。 

答　袋井地域では、街路事業、下水道事業、
土地区画整理事業を実施してきた。
　新市では、地域の区別なく総合計画に
定める都市計画事業に充てていきたい。

新袋井警察署設置後の対応は

どのような費用に充てるのか
ゲリラ豪雨対策は

問　掛川市では、センター化し、来年度か
ら急患センターを開設するが、そのよう
な検討を当市でもすべきでは。 

問　都市計画税統一への検討の進捗状
況と今後の対応は。 

答　袋井市・掛川市新病院建設協議会の
協議結果を含め関係機関と十分な協議を
行い、よりよい方向性を検討していきたい。

答　検討懇話会を、3回開催した。この税
の共通認識を深め、質問や意見を聞いてい
る。年内中に意見をまとめてもらい、この
意見をもとに統一案を決定していきたい。

答　現行制度では指摘のとおり差が出て
いる。負担の公平性に向けた対応が必要。
浄化槽清掃料金等、業者と話し合いの場を
持ちたい。

問　合併処理浄化槽と公共下水道では設
置費用や利用料金に差があり、改善すべ
きではないか。 

下水道処理施設「アクアパークあさば」 洪水ハザードマップ

「緑と太陽と親子の集い」で行われた温暖化防止キャンペーン袋井警察署建設予定地（市役所東側）

大庭 通嘉 議員

浅田 二郎 議員

ふくろい市議会だより

平日夜間一次救急医療の
今後の見通しは

合併処理浄化槽問題

答　旧袋井との均衡を図る観点で区域の
決定をしていくべきと考えているが、懇話
会の検討結果を待って判断したい。

問　地方税法では、市街化区域への課税
が原則となっている。全市を対象とする
合理性がないが、課税区域をどう考えて
いるか。 

課税対象区域をどうする
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